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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
新
中
間
層
」

と
労
働
運
動
回

林

品 ム

乃ミι

げ
ハ
ド

白一品

五

一
九
一
八
年
一
一
月
に
生
ま
れ
た
ド
イ
ツ
共
和
国
は
、
一
九
三
三
年
一
月
三

O
日
ナ
チ
ス
の
政
権
獲
得
ま
で
、
わ
ず
か
に
一
四
年
あ
ま
り
の

短
命
に
終
っ
た
。
ワ
イ
マ
ル
期
と
よ
ば
れ
る
こ
の
一
四
年
間
は
経
済
お
よ
び
政
治
の
面
か
ら
三
期
に
分
け
て
み
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
第

一
期
（
一
九
一
八
年
一
一
月
｜
｜
一
九
二
三
年
一
一
月
）
は
混
乱
期
で
、
経
済
的
に
は
イ
シ
フ
レ
が
高
ま
り
、
政
治
的
に
は
暴
動
・
暗
殺
が
あ

い
つ
ぎ
、
と
り
わ
け
一
九
二
三
年
に
は
イ
ジ
フ
レ
の
あ
ら
し
が
荒
れ
く
る
っ
た
。
第
二
期
（
一
九
二
三
年
一
二
月
｜
｜
一
九
二
九
年
末
）
は
相

対
的
安
定
期
で
、
イ
ン
フ
レ
は
お
さ
ま
り
、
世
界
的
好
況
の
影
響
下
に
ド
イ
ツ
は
復
興
し
、
政
治
的
に
も
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
政
が
い
ち
お
う
軌

道
に
乗
っ
た
観
が
あ
っ
た
。
第
三
期
（
一
九
三

O
年
｜
｜
一
九
一
二
三
年
）
は
動
揺
期
で
、
世
界
的
不
況
の
影
響
下
に
農
業
・
工
業
・
金
融
の
恐

慌
に
よ
っ
て
、
政
治
的
に
も
ワ
イ
マ
ル
体
制
は
崩
れ
去
針
。
こ
こ
で
は
ま
ず
第
一
期
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
と
の
関
係
を
か
え

り
み
よ
う
。

一
九
一
八
年
－
一
月
三
日
キ

1
ル
軍
港
に
お
け
る
水
兵
と
労
働
者
と
の
デ
モ
に
端
を
発
し
た
ド
イ
ツ
一
一
月
革
命
は
、
こ
の
国
の
民
間
職
員

お
よ
び
公
務
員
の
組
織
と
運
動
形
態
と
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
政
府

の
戦
争
政
策
に
協
力
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
民
間
職
員
紐
織
の
な
か
で
も
思
想
的
に
最
も
保
守
的
傾
向
の
強
か
っ
た
の
は
、

ハ
シ
プ
ル
グ
に
本

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
円

（
小
林
〉

ム
ノ、



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
巡
助
問

（
小
林
）

六
四

部
を
も
っ
「
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」

u
g
z
n
vロ
mw片山
Oロ
色

R
出

S
E口
口
問
白
血
州
各
戸

P
ロ
・
〈
巾
吋
げ
何
百
円
同
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
合
は
さ
き
に
記

し
た
よ
う
に
一
八
九
三
年
の
創
立
で
、
当
初
か
ら
社
会
民
主
党
に
対
立
す
る
立
場
を
と
り
、
「
カ
イ
ザ
！
と
ラ
イ
ヒ
」
（
同
色
百
円
戸
口
門
回
同
氏
。
『
）

民
族
主
義
、
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
高
く
か
か
げ
て
い
た
。

へ
の
忠
誠
を
と
な
え
、

東
ド
イ
ツ
で
出
版
さ
れ
た

「
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
党
」

（4
句作吋ロ
2
1
司円円片的わ何回）

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
香

（
一
九
六
八
年
刊
）
の
な
か
で
こ
の
組
合
の
項
を
執
筆
し
て
い
る
ヴ
ェ
ル
ナ
l
・
フ
リ
ヅ
チ
ュ

い
て
い
る
。
｜
｜
第
｝
次
世
界
戦
争
に
お
け
る
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
敗
北
と
一
一
月
革
命
の
勃
発
と
は
、
ド
イ
ツ
軍
国
主
義
支
持
を
め
ざ
す
D

H
V
（
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
）
の
排
外
主
義
的
（

nvω
ロ〈

E
u
t
R
F）
政
策
の
破
産
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

D
H
V
に
組
織
さ

れ
て
い
た
職
員
の
う
ち
、
他
の
す
べ
て
の
勤
労
者
と
同
じ
よ
う
に
戦
争
の
重
荷
に
ひ
ど
く
苦
し
み
、
高
い
血
の
犠
牲
を
は
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

合
員

Tこ
部

一分
.＜：司 t主
ro 、
Z 労

宮管
荷蓮
~動
p.. 
巾
円 （

任
命
〉
吋
ず
巳
け
印
吋
σ印
毛
布
己
口
問
）

に
共
鳴
し
は
じ
め
、

D
H
V
の
政
治
的
態
度
の
変
更
を
要
求
し
た
。
多
く
の
組

が
一
九
一
八
年
に
D
H
V
を
脱
退
し
、
社
会
民
主
党
系
の

「
職
員
中
央
連
合
」

Nmロけ「
mw］｛〈巾『
σ山口門同門凶巾円

〉ロ

m
g
Z口
付
巾
ロ
に
加
盟
し
た
。
組
織
の
存
立
を
救
う
た
め
に
D
H
V
の
指
導
部
は
、

D
H
V
を
こ
の
の
ち
完
全
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
職
員
労

働
組
合
（
〉
ロ

m
g
Z旨
g
m
2
3円－
a
n宮
崎
同
）
に
変
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

D
H
V
は
「
ド
イ
ツ
工
業
商
業
使
用
者
・
被
使
用
者
中
央
ア
ル

パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
」

NOロ
可
巳

ω円
σ巳
g
m
E
E山
吉
印
わ
町
民
同
己

R
E
a
g
H
ユmHHg
ロ
ロ
仏
噴
出
司

R
E
K
F
g
〉吋
σ弘
仲
間
各
巾
叶
ロ
ロ
仏

〉
吾
氏

g
m
F
B
R
O
O
E臼
nyHmw口門目的

向
日
巾
目
。
可

E
2
5
2
。
巾
唱
の
円
付
加
の
伊
良
Zσ
ロロ門同

こ
の
連
合
は
一
九
一
九
年
に

「
ド
イ
ツ
民
主
労
働
組
合
同
盟
」

「
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
」

ロ巾ロ仲間
nr’

に
加
盟
し
、

一
九
一
八
年
一
一
月
末
に
創
立
さ
れ
た

に
加
わ
っ
た
。

同）巾口一門的

nF巾円

。巾・有印円｝内臼

nHMmw片付的ヴロロ門同

は
や
単
に

『
職
業
組
合
』

D
H
V
は
一
九
一
九
年
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
お
け
る
組
合
大
会
で
採
択
さ
れ
た
新
規
約
の
な
か
で
、
も

（
V切
巾
吋
己
ー
な
く
巾
ユ
u
田口円四八）

wmE同自昨日ロロ山田
nym吋

と
な
っ
た
。

『
商
業
職
員
労
働
組
合
』

〉ロ

m
g
Z
5
2
0
と
名
の
っ
た
。
の
ち
に
は
『
ド
イ
ツ
商
業
従
業
員
労
働
組
合
』
（

Vの
ゆ
当

q
w
R
E片
仏
号
仏

2
z
n
F
S
同

E
同
日
出
口

5
・

規
約
の
な
か
で

D
H
V
の
主
要
目
的
と
し
て
、
商
業
従
業
員
の
経
済
的
社
会
的
状
態
の
改
善
が
宣
言
さ

と
の
交
渉
（
労
働
協
約
の
締
結
）
で
あ
る
と
さ
れ

と
自
称
せ
ず
、

（
VO巾当巾門付加
nFmwた

mm一宮口同日ロ
A
）

と
自
ら
を
称
し
た
。

れ
た
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
手
段
は
、
『
使
用
者
』

（V
〉円｝
U

巾伊丹閃巾－
uoス）



た
。
そ
れ
と
同
時
に
D
H
V
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敵
視
す
る
従
来
の
態
度
を
放
棄
し
、
経
済
的
ス
ト
ラ
イ
キ
を
『
最
後
の
手
段
』
と
し
て
承
認
し

た
。
一
九
一
九
年
四
月
四
日
D
H
V
幹
部
会
は
ス
ト
ラ
イ
キ
諸
原
則
を
決
定
し
、
そ
の
な
か
で
幹
部
会
の
承
認
を
え
た
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
に
た

い
し
て
組
合
員
に
財
政
的
援
助
が
約
束
さ
れ
た
ー
ー
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ば
あ
い
フ
リ
y
チ
ュ
は
「
一
九
二

O
年
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
年
報
」
甘
何
回
忌

R
F
E
H
ロ
2
z
n
Fロ旦円
ogH何
回

S
Eロ
ロ
間
的
問
巾
臣
民

g

E
N
C
お
よ
び

D
H
V
の
機
関
紙
「
ド
イ
ツ
商
業
の
護
り
」
り

2gnym
出
回
口
仏
己

2
5
n宮

ら
の
文
献
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

フ
リ
y
チ
ュ
を
批
判
し
え
な
い
が
、

を
史
料
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
私
は
ま
だ
こ
れ

フ
リ
y
チ
ュ
は
「
多
く
の
組
合
員
が
一
九
一
八
年
に
D

H
V
を
脱
退
し
：
：
：
」

（
傍
点
小
林
）

と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
数
を
（
た
と
え
大
略
の
数
に
も
せ
よ
）
具
体
的
に
示
し
て
は
い
な
い
。
さ
き
に

見
た
よ
う
に
D
H
V
の
組
合
員
は
一
九
一
一
年
三
二
、

O
三
二
名
（
う
ち
職
員
一
一
四
、
一
一
七
名
）
で
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
の
イ
l
p
ス・

「
民
族
的
組
合
と
国
民
的
労
働
組
合
｜
｜
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
三
三
年
に
い
た
る
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」

刊
）
は
一
九
三
一

1
1
1
1
三
二
年
に
発
行
さ
れ
た
「
国
際
労
働
組
合
制
度
辞
典
」
に
よ
る
と
し
て
D
H
V
の
組
合
員
数
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

ハ
l
メ
ル
の

（
一
九
六
七
年

一
九
一
八
年

一
九
一
九
年

一
九
二
一
年

四
七
、
六
九
八

O
七
、
八

O
二

六
回
、
三
六
七

一
九
三
一
年

四
O
九、

O
二
二

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
に
よ
っ
て
も
一
九
一
八
年
に
D
H
V
を
脱
退
し
た
人
数
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
一
九
一
八
年
の
敗
戦
お

よ
び
ド
イ
ツ
一
一
月
革
命
が
D
H
V
の
よ
う
な
右
翼
的
組
合
に
た
い
し
て
さ
え
従
来
の
方
針
の
改
変
を
強
く
迫
っ
た
こ
と
は
意
味
の
深
い
事
実

フ
リ
ヅ
チ
ュ
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
「
完
全
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
職
員
労
働
組
合
」
に
脱
皮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
従
来
は
あ
く
ま
で
「
労
働
組
合
」
と
一
線
を
画
し
、
自
分
た
ち
は
商
業
職
員
と
い
う
職
業
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
、

で
あ
る
。
こ
う
し
て
D
H
V
は、

ス
ト
ラ
イ
キ
と
い

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
向

（
小
林
）

六
五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
伺

（
小
林
）

六
六

う
闘
争
手
段
は
と
ら
な
い
の
だ
、
と
し
て
い
た
の
に
、
今
や
「
労
働
組
合
」
と
自
称
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
肯
定
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ス
ト
は

「
経
済
的
ス
ト
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
ど
う
し
て
も
や
む
を
え
な
い
ば
あ
い
の
「
最
後
の
手
段
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
最
も
保
守
的
な
民
間
職
員

組
織
で
あ
っ
た
D
H
V
で
す
ら
、
こ
う
し
た
態
度
の
変
更
を
迫
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
時
代
の
大
き
な
推
移
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
九
一
八
年
一
一
月
一
五
日
、
民
間
職
員
組
合
の
三
つ
の
「
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
」
が
労
働
組
合
の
上
部
組
織
と
と
も
に
、
ド

イ
ツ
の
代
表
的
な
使
用
者
団
体
と
の
・
あ
い
だ
に
協
定
を
む
す
ん
だ
。
三
つ
の
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
、
さ
き
に
述
べ
た
「
商
業
職

員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
」
、
「
自
由
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
」
、
「
技
術
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
グ
マ
イ
シ

シ
ャ
フ
時
」
で
あ
る
。
労
働
組
合
の
上
部
組
織
は
社
会
民
主
党
系
の
「
ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
委
員
会
」

（の巾
H
M
m

吋
回
目
0
5
5
2包
O
ロ
仏
2
0
σ
・

n何回吋門的己目の何回巾ロの巾当巾円－
a
nげ
丘
Z
ロ
ロ
巾
己
的

nF戸田口門目的）、

「
ド
イ
ツ
・
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
総
連
合
会
」

ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ゥ
シ
カ

I
系
の
「
ド
イ
ツ
労
働
組
合
連
合
」
（
〈

2
Eロ
円
四
号
門

広
2
z
n
y巾
ロ
の
0
4
『
巾
吋
］
同
〈
巾
円
巾
吉
巾
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
定
は
「
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
協
定
」
（
〉
吋
げ
巴

z
m巾
自
色
ロ
加
わ
何
回
え
Z
田
σ－

W
0
5
5
8）
と
よ
ば
れ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
｜
｜
下
記
の
大
使
用
者
団
体
は
被
使
用
者
の
労
働
組
合
（
丘
町
の

2
2円｝？

ω与
え

Z
口
広
角
〉
号
弘
吉
各
自
巾
る
と
つ
ぎ
の
こ
と
を
協
定
す
る
。
（
一
）
労
働
組
合
は
労
働
者
の
適
格
な
る
代
表
守
司
丘
町
口
巾
〈
巾
ユ

2
・

E
口
問
仏
角
〉
号
己

zanE巴
吟
）
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。
（
二
）
男
女
労
働
者
（

eo〉
吋
ぴ
包

Z
吋
ロ
ロ
仏
〉
号
巴
Z
ユ
ロ
ロ

g）
の
団
結
の
自
由

を
制
限
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
（
三
）
使
用
者
お
よ
び
使
用
者
団
体
は
事
業
所
組
合
（
い
わ
ゆ
る
経
済
平
和
組
合
）
門
出
m
者
向
付
〈
向
丘

5

（
2
0
8
m
g
gロ
古
ロ
当
日
円
E
n
g－
同
店
片
山
色
ロ
各
自
〈
巾
円
。
古
与
を
今
後
ま
っ
た
く
放
置
し
、
こ
れ
を
間
接
に
も
直
接
に
も
援
助
し
な
い
。

同）叩ロ件加の何回目
ωロ門目白）、

キ
リ
ス
ト
教
系
の

（の
g
m
B同〈巾円
σω
ロ門日

門日巾
H
1

者
耳
目
内
切
の
げ
え
件
。
ロ

（
四
）
軍
務
か
ら
帰
還
す
る
被
使
用
者
は
す
べ
て
、
届
出
の
後
た
だ
ち
に
、
戦
前
の
職
場
に
復
帰
す
る
請
求
権
を
も
っ
。
聞
係
あ
る
使
用
者
・

被
使
用
者
団
体
は
、
原
料
お
よ
び
注
文
を
調
達
し
て
こ
の
義
務
が
完
全
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
職
場
紹
介
を
共
同
に
規
制

（門出巾

（五）

帝 」
吋－

E労
宅 f吏
司対
巾空i:,:

8.に
空管
2 理
v~ す

εる
」a

と

（ムハ）

全
男
女
労
働
者
の
労
働
条
件
は
当
該
商
工
業
の
事
情
に
応
じ
て
、
被
使
用
者
の
職
業
団
体

と
の
団
体
協
約
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
か
ん
す
る
交
渉
は
遅
滞
な
く
開
始
さ
れ
、

で
き



る
か
ぎ
り
迅
速
に
結
着
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
七
）
従
業
員
五

O
名
以
上
の
労
働
者
を
も
っ
各
企
業
に
一
つ
の
労
働
者
委
員
会
を
設
置
す
る
。

こ
の
委
員
会
は
従
業
員
を
代
表
し
、
当
該
企
業
の
状
態
が
団
体
協
約
の
定
め
る
と
お
り
に
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
家
と
共
同
し
て
監
視
し

（何日ロナ

（八）

団
体
協
約
に
は
同
数
の
被
使
用
者
代
表
と
使
用
者
代
表
よ
り
成
る
調
停
委
員
会
あ
る
い
は
仲
裁
機
関

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

向
日
記
白
山
B
Z与
を
設
け
る
よ
う
に
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
九
）
一
日
の
通
例
の
労
働
時
間
の
最
大
限
は
、
す
べ
て
の
企
業
に
つ
い
て
八
時

間
と
決
定
す
る
。
労
働
時
聞
を
こ
の
よ
う
に
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
る
報
酬
の
削
減
は
許
さ
れ
な
い
。
（
一

O
）
以
上
の
協
定
を
履
行
す
る
た
め
、

ま
た
被
使
用
者
と
り
わ
け
戦
争
重
傷
者
の
復
員
・
経
済
生
活
維
持
・
生
存
可
能
性
確
保
の
必
要
上
と
る
べ
き
措
置
を
規
制
す
る
た
め
、
職
業
別

と
く
に
賃
金
関
係
お
よ
び
労
働
関
係
の
団

体
的
規
制
に
あ
た
っ
て
原
理
的
問
題
が
発
生
す
る
ば
あ
い
に
そ
の
よ
う
な
原
理
的
問
題
を
裁
定
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
い
く
つ
か
の
職
業
グ
ル

の
下
部
構
造
を
も
ち
労
使
同
数
の
基
礎
に
も
と
づ
く
中
央
委
員
会
を
設
置
す
る
。
f、、

一
一、、J

な
お
、

－
プ
に
同
時
に
関
係
す
る
紛
争
を
調
停
す
る
こ
と
も
、
前
項
の
中
央
委
員
会
の
任
務
と
す
る
G

中
央
委
員
会
の
裁
定
は
、
一
週
間
以
内
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
双
方
の
職
業
団
体
の
い
ず
れ
か
一
方
に
よ
る
異
議
申
立
て
の
な
い
か
ぎ
り
、
労
使
双
方
に
た
い
し
て
拘
束
力
を
も
っ
。
（
一
二
）

〈回）

本
協
定
は
署
名
の
日
に
発
効
し
、
他
の
法
的
規
制
を
留
保
し
つ
つ
、
双
方
の
三
カ
月
の
解
約
告
知
あ
る
ま
で
は
有
効
で
あ
る
。

以
上
一
二
条
の
あ
と
に
「
本
協
定
は
使
用
者
団
体
と
職
員
組
合
（
色
巾
〉
ロ

m
g
Z
5
8〈巾叶
σ百円日巾）

意
ど
お
り
に
（
白
山
口
口
mmMBm目的印）

と
の
あ
い
だ
の
関
係
に
つ
い
て
も
原

適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
付
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
最
後
に
わ
ざ
わ
ざ
職
員
組
合
の
こ
と
を
明
記

し
た
の
は
、
こ
の
協
定
に
用
い
ら
れ
た
「
労
働
者
」
（
〉
吾
氏

Z
F
〉
円
宮
門
店
ユ
ロ
ロ

3
・
〉
吋
ぴ
巾
円
仲
良
∞
岳
山
口
）

と
い
う
言
葉
が
通
常
「
職
員
」

を
含
ま
な
い
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
通
例
の
用
語
法
と
ち
が
っ
て
職
員
を
も
含
む
こ
と
を
明
白
に
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
一
般
の
労
働
者
か
ら
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
自
分
た
ち
を
規
定
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
、

こ
の
協
定
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
。
も
ち
ろ
ん
、
東
ド
イ
ツ
の
「
日
付
ド
イ
ツ
史
」

ャ
フ
ト
協
定
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
酷
評
し
て
い
る
。
｜
｜
独
占
の
殿
方
（
色
。
冨

3
8
0
H
Z
3
3）

（
一
九
六
七
年
刊
）

は
こ
の

す
な
わ
ち
グ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
、
シ
ュ
テ

「
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ

ィ
シ
、
不
ス
、

ハ
ン
ス
・
フ
才
ン
・
ラ
ワ
マ
！
、
ジ

l
メ
シ
ス
、
ラ

l
テ
ナ
夕
、
ボ
ル
ジ
y

ヒ
な
ど
は
、
右
派
社
会
民
主
党
系
の
、
お
よ
び
プ
ル

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
向

（
小
林
）

六
七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
向

（
小
林
）

六
八

ジ
ョ
ア
的
な
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
す
な
わ
ち
レ

l
ギ
エ
シ
、
ア

1
グ
ム
・
シ
ュ
テ
l
ガ

l
グ
ア
ル
ト

〈
〉
皆
目

ω
z
m
2
4
3
E）

 

な
ど
と
の

「
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
協
定
」
で
、
労
働
組
合
、
団
結
権
、
団
体
協
約
、
八
時
間
労
働
導
入
を
承
認
す
る
義
務
を
負
っ
た
。
労
働

組
合
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
が
す
で
に
大
衆
に
よ
っ
て
た
た
か
い
と
ら
れ
て
い
た
の
に
、
そ
う
し
た
要
求
の
貫
徹
を
自
分
た
ち

の
交
渉
戦
術
の
成
功
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
「
経
済
生
活
維
持
」
（
〉
丘
円

2
E
R
E
－Hg
m仏
2
項
目
立
印
岳
民
Z
Z
σ
B臼
）
｜
｜

じ
つ
は
資
本
制
的
所
有
・
権
力
関
係
の
維
持
ー
ー
の
た
め
、
紛
争
調
停
そ
の
他
の
た
め
に
、
企
業
家
団
体
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
商
工
業
使
用
者

・
被
使
用
者
中
央
委
員
会
な
る
も
の
（
中
央
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
）
を
設
置
す
る
。
こ
の
中
央
委
員
会
は
「
階
級
平
和
」
（
Z
同日

2
・

臼
叩
ロ
同
門
戸
注
目
Z

）
を
宣
伝
す
る
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

l
ト
の
大
衆
活
動
を
麻
痔
さ
せ
る
使
命
を
も
っ
ー
ー
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
こ
の
協
定
で
承
認
さ
れ
た
諸
条
項
は
長
期
に
わ
た
る
労
働
者
の
闘
争
に
よ
っ
て
事
実
上
す
で
に
た
た
か
い
と
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
協
定
は
そ
れ
を
ダ
メ
押
し
し
て
明
確
に
使
用
者
が
わ
に
承
認
さ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
承
認
さ
れ
た
条
項
は
要
す
る

に
資
本
主
義
の
体
制
内
の
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
革
命
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
い
え
ば
一
九
一
八
年
一
一
月
段
階
に
お
け
る
こ
う
し
た
協
定

は
資
本
家
の
存
続
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
む
し
ろ
革
命
的
高
揚
に
プ
レ

1
キ
を
か
け
る
機
能
を
は
た
す
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

1
運
動
史
か
ら
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
体
制
内
の
視
点
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
一
期
を
画
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
に
職
員
層
の
運
動
は
意
識
・
組
織
・
運
動
形
態
な
ど
の
点
で
遅
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ギ
ュ
ン

グ
l
・
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
｜
｜
労
働
組
合
的
理
念
の
勝
利

2
2
巴
持
品
R
唱
司
R
E与
え
B
n
v
g

E
2）
は
、
一
九
一
八
年
一
一
月
一
五
日
に
三
つ
の
職
員
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
が
労
働
者
の
労
働
組
合
上
部
組
織
と
共
同
で
「
ド
イ

ツ
使
用
者
団
体
連
合
」
（
〈

R
a
E
m
E弱
含
己
R
F
2
〉
吋
ぴ
巾
円
高
岳
町
吋
〈
叩
円
σ苦
円
四
巾
）
そ
の
他
二

O
の
使
用
者
団
体
と
協
定
を
結
ん
だ
と
き
、

職
員
運
動
（
丘
巾
〉
ロ
問
巾
臼

Z
E
g
g
d
q
m
m己
記
）
の
な
か
で
も
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
た
。
第
一
項
で
「
労
働
組
合
は
労
働
者
の
適
格
な
る

代
表
と
し
て
承
認
さ
れ
る
」
と
宣
言
し
た
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
署
名
し
た
職
員
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
も
ま
た
、
使

用
者
に
た
い
す
る
地
位
に
お
い
て
原
理
的
に
労
働
者
の
労
働
組
合
と
等
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
使
用
者
の
が
わ
か
ら
労
働
者
お
よ
び
職
員
に
た



い
し
て
労
働
組
合
を
適
格
な
る
被
使
用
者
代
表
と
し
て
承
認
し
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
「
無
制
限
の
団
結
権
」
、
「
す
べ
て
の
経
済
部
門
に
お
け
る

団
体
協
約
の
締
結
」
、
「
一
日
の
通
例
の
労
働
時
間
の
最
大
限
を
八
時
間
と
決
定
す
る
こ
と
」
、
「
五

O
名
以
上
の
従
業
員
を
も
っ
全
企
業
に
労
働

者
委
員
会
お
よ
び
職
員
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
」
、
そ
し
て
｜
｜
a

つ
ぎ
の
協
定
は
と
り
わ
け
職
員
に
と
っ
て
大
き
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
｜
｜
「
使
用
者
が
経
済
平
和
組
合
（
事
業
所
組
合
）
に
た
い
す
る
い
か
な
る
援
助
を
も
放
棄
す
る
こ
と
」
が
保
障
さ
れ
た
。
こ
の
協
定

が
職
員
に
お
け
る
組
合
制
度
の
形
成
に
お
よ
ぼ
し
た
結
果
は
ま
も
な
く
顕
著
に
な
っ
た
l
l
iと
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
職
員
組
合
が
他
の

被
使
用
者
組
織
と
等
置
さ
れ
て
労
働
組
合
と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
労
働
者
階
級
で
な
く
、
「
職
員
」
と
い
う
職
業
的
階
層
の

視
点
に
立
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
た
職
員
組
合
（
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
の
表
現
で
は
門
出
。
ぴ
向
丘

2
g
e
R
F
oユ
自
己
目
立

B
〉ロ

m
g
Zロ
a

gロ
〈
巾
円
ぴ
山
首
門
戸
巾
）
に
た
い
し
て
完
全
な
新
し
い
方
向
づ
け
（
巾

E
σ
S
E
m
m
z
g
Rぽ
耳
目
巾

E
口
問
）
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
が
こ
こ
で
一
一
月
一
五
日
の
協
定
の
諸
条
項
を
整
理
し
て
カ
y

コ
づ
き
で
表
現
し
て
い
る
言
葉
は
、
協
定
の
原
文
ど
お
り

ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
は
「
五

O
名
以
上
の
従
業
員
を
も
っ
全
企
業
に
労
働
者
お
よ
び
職
員
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
」

（－
H
E
R
E
Cロ
肉
〈
O
ロ
〉
吋
σ
o
P
2・
5
丘
〉
ロ
拘
巾
臼

Z
E
g
m
5臼
nEV凹印
g
E
m
w
H
Fロ
切

Z
ユ巾

U
g
B昨
日
宮
仏
巾
印

Z
ロ
印
問
。
切
巾
印
。
伊
良
－

t
m
Z
R
F）
と
書
い
て
い
る
が
、
協
定
原
文
で
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
「
従
業
員
五

O
名
以
上
の
労
働
者
を
も
っ
各
企
業
に
一
つ
の
労
働
者
委

員
会
を
設
置
す
る
」
云
々
（
出
町
』

a
g
∞Z
ユ巾

σ
百
円
同
色
口
角
〉
吋
ぴ
巾
日
常
円
白

nF耐
え
同
唱
。
ロ
白
山
口
仏

g
Zロ
∞
包
国
内
印
わ
伊
良
民
主

g
U同巾山口

〉
ユ
u
巳
宮
吋
釦
己
印
印
の
げ
己
的
臼
巾
山
口
Nロ∞
Z
N
m
p
i－－・）

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
は
「
完
全
な
新
し
い
方
向
づ
け
」
と
い
う
け
れ
ど

も
、
社
会
主
義
社
会
の
実
現
を
要
求
す
る
陣
営
か
ら
見
れ
ば
、
新
方
向
と
い
っ
て
も
ゐ
く
ま
で
体
制
内
の
方
向
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
限
界
の
な
か
で
は
や
は
り
、
ド
イ
ツ
職
員
層
の
組
合
運
動
と
し
て
新
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
じ
く
一
九
一
八
年
一
一
月
一
五
日
づ
け
を
も
っ
て
ベ
ル
リ
シ
労
働
組
合
コ
ミ
シ
オ

l
y

は
、
た
だ
ち
に
労
働
者
お
よ
び
職
員
委
員
会

（の
2
司巾円｝内白の印阿国片付印｝
8
5
5目白色
O
D
回

R
ロロ臼）

（
e
o
k
r吋
ぴ
巾
広
角
・
ロ
ロ
円
四
〉
口
問
。
2
0
5
0口同己白白
n
y口白血巾〉

を
解
散
し
改
選
す
る
こ
と
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
告
知
し
た
｜
｜

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
問

（
小
林
）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
巡
動
国

（
小
林
）

F七。

労
働
者
・
兵
士
評
議
会
の
執
行
評
議
会
は
告
知
す
る
。

「
大
ベ
ル
リ
γ
の
誇
企
業
に
は
た
ら
く
全
従
業
員
の
経
済
的
利
益
を
代
表
す
る
こ
と
は
、
自
由
労
働
組
合
の
任
務
で
あ
る
。
ベ
ル
り
シ

お
よ
び
周
辺
労
働
組
合
コ
ミ
シ
オ

l
y
の

委

員

会

の

2
3再
∞
与
え
Z
R
O
B
5
2氏
。
ロ
切

q
ロ
g
z
E

（〉ロ印臼
nHHE
白白

円
四
巾
一
「

円
四
巾
一
「

d
s
m
m
m
g仏
）
は
必
要
な
全
措
置
を
お
こ
な
う
権
限
を
有
す
る
。
」

こ
の
た
め
に
労
働
組
合
コ
ミ
シ
オ

l
y
は
つ
ぎ
の
布
告
を
発
表
す
る
。

「
大
ベ
ル
リ
シ
の
諸
企
業
に
お
け
る
現
存
の
労
働
者
お
よ
び
職
員
委
員
会
は
こ
こ
に
解
散
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
企
業
に
お
い
て
、
委
員

会
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
、
労
働
者
お
よ
び
職
員
委
員
会
の
新
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

選
挙
の
準
備
お
よ
び
管
理
は
、
自
由
労
働
組
合
の
役
員
（
〈
巾

1
5
5ロ
∞
宮
門
的
。
ロ

g）
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
構
成
さ
れ
る
は
ず
の
コ
ミ

シ
オ

l
y
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
。

（
中
略
）
労
働
者
あ
る
い
は
（
ぴ
N
戸
）
職
員
の
全
労
働
関
係
の
規
制
、
と
く
に
労
働
時
間
・
賃
金
支
払
な
ど
の
規
制
は
（
労
働
者
お
よ

び
職
員
）
委
員
会
の
権
限
に
ぞ
く
す
る
。
選
挙
の
仕
事
を
す
る
任
務
は
、
当
該
企
業
に
は
た
ら
く
労
働
者
評
議
会
（
〉
吾
氏
Z
H
B
G
の

メ
ン
バ
ー
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
労
働
者
評
議
会
メ
シ
パ

l
は
労
働
者
委
員
会
あ
る
い
は
守
N
戸
）
職
員
委
員
会
（
〉
号
巳
仲
買
・

σ
N
4『－

K
戸口問巾印同作回目
Z
ロ
ω
5
R
rロ
白
白
）
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
O
人
未
満
の
労
働
者
あ
る
い
は
職
員
を
も
っ
企
業
も
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
労
働
者
委
員
会
（
巳
ロ
〉
吾
氏

Z
2
5
R
F
5る
を

同
じ
原
理
に
し
た
が
っ
て
選
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
者
委
員
会
の
委
員
数
は
、
選
挙
の
準
備
に
あ
た
る
べ
き
コ
ミ
シ
オ

l
シ
が
決
定
す
る
。

二
O
才
以
上
の
全
男
女
従
業
者
は
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
も
っ
。

労
働
者
委
員
会
ま
た
は
職
員
委
員
会

2
2
〉
号
巳
宮
門
l
o門
日
常
〉
ロ

m
g
Z
5
3
2－白白
n
v
g臼
）
が
選
挙
さ
れ
る
と
、
同
委
員
会
は
た
だ

ち
に
企
業
内
の
将
来
の
労
働
関
係
の
規
制
に
つ
い
て
当
該
自
由
労
働
組
合
と
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
委
員
会
が
必
要
と
考



え
る
一
切
の
措
置
は
当
該
の
労
働
組
合
組
織

2
U
N
5
Sロ
門
出
向
ゅ
の

2
2円

WRFω
片
言
。
話
回
巳
由
主
目
。
ロ
）

の
承
認
を
要
す
る
。

（
中
略
）

ベ
ル
リ
シ
、

一
九
一
八
年
一
一
月
一
五
日

ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
周
辺
労
働
組
合
コ
ミ
シ
オ

l
y
委
員
会

被
委
任
者
A
・
ケ
ル
ス
テ
シ

（
H
E
k
r
z同
可
曲
目
官
一
〉
・
問
。
吋
印

Z
ロ）」

こ
こ
で
「
労
働
者
お
よ
び
職
員
委
員
会
」
と
い
っ
た
り
、

「
労
働
者
委
員
会
あ
る
い
は
職
員
委
員
会
」
、

「
労
働
者
委
員
会
ま
た
は
職
員
委
員

会
」
と
い
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
労
働
者
と
職
員
を
別
の
委
員
会
組
織
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
労
働
者
と
職
員
と
を
同
一
の
委
員
会
に
す
る

か
、
選
択
の
余
地
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

...L. ，＼ 

ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
は
一
九
一
九
ー
ー
ー
一
九
三
三
年
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
組
織
図
式
（
O
話
回
巳

g片
山

0
5
2
Z
B
m〉

て
い
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
労
働
組
合
を
社
会
主
義
的
労
働
組
合
（
印
O
N
E
－
町
民
宮
町
ゅ
の

2
2叶
｝
門
的
岳
民
古
ロ
）
、
キ
リ
ス
ト
教
的
民
族
的
労
働

組
合
（
岳
江
田
昌

n
Fロ
E
Zロ
丘
町
の
ゆ
司
号
付
加
わ
『
え
宮
口
）
、
自
由
主
義
的
民
族
的
労
働
組
合

2
2
5巾
E
W
F・ロ
mw昨
日

0
ロ
色
町
の

2
3円
W
R
Fえ・

な
る
も
の
を
か
か
げ

H
m
w
ロ）

に
大
別
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
ま
た
労
働
組
合
、
民
間
職
員
組
合
、
公
務
員
組
合
に
分
け
て
一
九
二
六
年
末
の
組
合
員
数
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
。

(a) 

社
会
主
義
的
労
働
組
合

自
由
労
働
組
合
的
な
組
合
グ
ル
ー
プ
門
出
叩
守
色

m
2
2再
R
Yえ
邑

n
Zロ
〈

Rヴ
mE乱
印
肉
門
口
右
巾
ロ
（
四
、
五

O
三、

O
九
六
名
）

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

七
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こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
組
合
員
数
は
右
記
の
よ
う
に
一
九
二
六
年
末
の
も
の
と
い
う
が
、
一
九
二
五
年
刊
の
「
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
」
に
は
一

九
二

O
年
お
よ
び
一
九
二
二
牛
の
組
合
員
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
り
ス
ト
は
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
の
よ
う
な
社
会
主
義
的
、
キ

p
ス
ト
教
的

民
族
的
、
自
由
主
義
的
民
族
的
の
三
分
類
法
に
は
全
く
関
係
な
く
、
ま
た
公
務
員
組
合
を
ふ
く
ま
ず
、
民
間
職
員
組
合
の
み
に
つ
い
て
組
合
名
、

本
部
所
在
地
、
組
合
員
数
、
そ
の
う
ち
の
職
員
数
（
す
な
わ
ち
独
立
経
営
者
で
な
い
も
の
の
数
）
お
よ
び
婦
人
数
、
組
合
支
部
の
数
を
あ
げ
て

い
る
。付

混
合
職
種
職
員
組
合

「
職
員
労
働
組
合
連
合
」
の
ゆ
唱
。
吋
付
加
の
官
民

Zげロロ円四品
q
k
rロ
m
g
Z
5
8
（の－

U
－
K
F
・
）
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

五
七
名
、
う
ち
職
員
二
八
三
、
五
六
八
名
（
う
ち
婦
人
五
三
、
六
六
五
名
）
、
支
部
て
一
一
回
。

l
l
「
職
員
中
央
連
合
」

N
B可
色
認
可
げ

ga

仏

R
k
rロ
mag－ロ
g
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
一
九
二

O
年
三
六
三
、
五
二
一
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一
六
七
、
二
一
九
名
、
支
部
八
O

《師｝

0
。
一
九
一
二
年
三
一
三
、

O
八
O
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一
四
O
、
八
八
六
名
、
支
部
八
一

O
。
｜
｜
「
婦
人
商
業
・
事
務
職
員
組
合
」

〈
R
Eロ
島
常
吋
当
。
山
富
山
各
自
民
自
色
巾

Z－
EH仏
国
｛

M
H
o
s
m
g
Z
5
8
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
同
・
〈
・
）
二
九
二

O
年
l
一
二
二
、

一
九
二
－
年
三

O
O、三

六
七
三
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
－
ニ
二
、
六
七
二
名
、
支
部
三
八
因
。

O
七
、
八
五
二
名
、
支
部
三
八
O
。

以
上
、
混
合
職
種
職
員
組
合
の
小
計
は
一
九
二

O
年
組
合
員
四
九
六
、
一
九
四
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
二
九
O
、
O
四
一
名
。

一
年
組
合
員
七
三
五
、
七
九
O
名
、
う
ち
職
員
七
－
九
、

0
0
一
名
（
う
ち
婦
人
三

O
二
、
七
五
三
名
）
。

一
九
二
一
年
一

O
七
、
八
五
三
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一

九

商
業
職
員
組
合

「
ド
イ
ツ
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」

U
2
z
n
v向
〈

RσMEa
間
宮
崎

g
mロロ目的
nvoH
〈
R
m宮
内
（
本
部
フ
ラ
シ
グ
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ

シ
）
、
一
九
二

O
年
一
九
二
一
年
と
も
に
四

O
、
0
0
0名
、
う
ち
職
員
二
回
、

0
0
0名
、
支
部
四
子

l
l
「
一
八
五
八
年
の
商
業
職
員
組

合
」
同
ω丘
B
普
旦
白
n
F
R
〈
角
包
ロ
〈
O
ロ
H
∞
包
〈
本
部
ハ
シ
プ
ル
グ
）
、
一
九
二

O
年
一

O
八
二
四
六
名
、
う
ち
職
員
九
九
、
五
七
O
名
（
う

同

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）
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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
、
運
動

ち
婦
人
一

O
、
五
八

O
名
）
、
支
部
六
一

O
。
1
1
i
「
ド
イ
ツ
商
店
員
組
合
」

国

（
小
林
〉

七
四

〈
巾
炉司t
O" 
$l) 

ロ
Q岨

t1 
(1) 

ロ
<"+ 
的。
p" 
巾
門

司
山

口
Q.. 
炉・a

口
出
向
印
。司
巾
p" 

..... ート→、
(1) 

ロ
〆戸、

本
部
フ

イ

プ
チ
y

ヒ〉、

一
九
二

O
年
一
二
二
、
二
ニ
七
名
、
う
ち
職
員
一
一
五
、
一

O
四
名
（
う
ち
婦
人
一
二
、
八
三
九
名
）
、
支
部
七
五

O
。
1
1
1「
ド
イ

ツ
商
人
組
合
」
〈
旬
巳
ロ
色
白
色

2
z
s
g
同
告
白

2
Z
（
本
部
ベ
ル

p
y
、
登
録
組
合
）
、

一
九
二

O
年
三
九
、
八
七

O
名
（
全
部
職
員
）
、

り巾口付印。『ロ釦片山
O
ロ同日
2
・
同
州
百
円
四
日
戸
口
問
白

mmF口同
mw
ロ
・
〈
巾
？

う
ち
婦
人
二
て
九
八
六
名
、
支
部
二
ハ
一
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」

げ
山
口
円
四
（
本
部
ハ
シ
プ
ル
グ
）
、

一
九
二

O
年
二
五

O
、
四
六
九
名
、
う
ち
職
員
二
四
六
、
三

O
O名
、
支
部
て
四

O
O。

六
七
名
、
う
ち
職
員
二
六

O
、
二
九
四
名
、
支
部
一
、
五
七
三
。

1

1
「
全
ド
イ
ツ
書
籍
商
店
員
組
合
」
〉
口
問
2
ロ巾

E
R
ロ
2
z
n
v耳
切
己
与
－

V
M
W

ロ
門
ロ
ロ
口
問
的
問
。
何
回
同
店
巾
ロ
・
〈
ゆ
円
げ
mロ門田

一
九
二
一
年
二
六
四
、

（
本
部
ラ
イ
プ
チ
y

ヒ）、

三
年
七
、
八

O
O名
、
う
ち
職
員
七
、
一

O
O名
、
支
部
五
句
。
ー
「
プ
レ
ス
ラ
ク
商
店
員
組
合
」

一
九
二

O
年
三
、
四
一
五
名
、
う
ち
職
員
三
、
二
三
一
名
（
う
ち
婦
人
三
一
三
名
）
、
支
部
九
。

一
九
二

O
年
五
、
三

O
O名、

う
ち
職
員
四
、
五
五

O
名、

文
部
五

O
。

九

国
自
己
目
ロ
ロ
内
臼
mmF門店巾ロ・〈
2
・巾一山口

N
C

同凶円内田一円相山口、

－
九
一
二
年
三
、
四
五
八
名
、
う
ち

職
員
三
、
一
三
一
名
（
う
ち
婦
人
二

O
四
名
）
、
支
部
九
。
ー
1
「
ド
イ
ツ
商
店
員
職
業
組
合
」
切
買
え
雪

R
Eロ仏
U
2
z
n
v
R
問
主
同

S
S
E－

偽
印
甘
口
同
市
ロ

（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

一
九
一
二
年
三
、
四
一
七
名

（
全
部
職
員
）

Q
1
l
「
ド
イ
ツ
出
張
商
人
組
合
」

〈巾円
σ白H
M

門同

門町円白巾ロ門日巾円

一
九
二

O
年
一
七
、

O
一
O
名
、
う
ち
職
員
一
二
、
一
七
五
名
、
支
部
一

O
七

Q

九
二
一
年
一
九
、
九
八
三
名
、
う
ち
職
員
一
四
、
一
一
四
名
、
支
部
一

O
七。
1

1「
銀
行
上
級
職
員
組
合
」
〈

q
a
E
m
E
M
m〈
8
0
Z号
2
5・

Z
ロ
円
自
国
民
M
w
m
2
3円
σ0
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
）
、
一
九
一
二
年
五
、

0
0
0名
、
全
部
職
員
、
支
部
三
六
（
一
九
二

O
年
支
部
三

同
m
w
C出
巾

E
O
同）巾己件白
n
H
H
H
m
w

ロ円山印

（
本
部
－
フ
イ
プ
チ
γ

ヒ）、

五）。

l
l「
ド
イ
ツ
銀
行
職
員
組
合
」

U
2
z
n
F耳
切
釦
ロ

5
S
E
E－
〈
巾
円
巾
官
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
）
、

O
O名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
九
、
四
四

O
名
、
一
九
一
二
年
六
一
、
二
二
六
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一
二
、

0
0
0名
。
！
l
「
全
ド

イ
ツ
銀
行
職
員
組
合
」
〉
口
問

2
5ぽ
日
〈
号
ぴ

g
－
仏
号
円

a
g
z
n
Zロ
回
田
口
付
即
日
記

g
Zロ
Z
ロ

一
九
二

O
年
五
五
、
三

0
0名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
八

O
Q

一
九
二

O
年
二

O
、
O

一
九
二
一
年
三

O
、
0
0
0名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
一

0
0。
1
l
s
「
銀
行
職
員
全
国
組
合
」

HNmrz・

（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

〈

2
・－u
M
W

ロ
仏
門
田
町
H

・
回
同
ロ

wmロ肉巾師同
m
w
H
H
C
M

一ロ

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一
九
二

O
年
五
、
二
三
二
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
て
二
四
二
名
、
支
部



二
一
。

一
九
一
二
年
七
、
三
七
三
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一
、
八
二
九
名
、
支
部
三
四

Q

｜
｜
「
ド
イ
ツ
銀
行
職
員
職
業
組
合
」

国

21戸
片
的
・

〈
巾
円
げ
同
ロ
門
田
口

mEZnF巾
吋
切

g
w
σ
2
5
Zロ

送
掛
・
技
術
職
員
全
国
組
合
」

一
九
二
一
年
四
、
七
二
二
名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
銀
行
現
金
輪

開巾円

nV印〈向「
σω
ロ
a
a
o円
切
知
ロ

WW釦印的内ロ
σofwロロロ門戸宮山門何回口目的
nvmロ
回

mgwmロ
閃
巾
白
骨
巾
口
付
巾
ロ
ロ

2HZnF・

（
本
部
ベ
ル
リ
ジ
）
、

宮
口
色
白
（
本
部
フ
ラ
ン
グ
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
）
、

一
九
二

O
年

二

、

一

一

二

名

一

九

二

一

年

三

、

六

二

四

名

〈
全
部
職
員
）
、
支
部
四
八
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
砂
糖
工
業
職
員
組
合
」
〉
ロ

m
g
Z
E
B
E
E
ι
q
r
E
R
Zロ
N
R
W
R
E
E鬼
門
広
本
部

マ
グ
デ
プ
ル
グ
）
、
一
九
二

O
年
二
、
六
O
四
名
（
全
部
職
員
三
う
ち
婦
人
七
一
名
、
支
部
九
＠
一
九
一
二
年
二
、
六
五
八
名
（
全
部
職
員
）
、

《冊》

う
ち
婦
人
七
七
名
、
支
部
九
。
ー
！
「
ド
イ
ツ
薬
種
・
染
料
青
年
従
業
員
組
合
」
〈
角
冨
ロ
門
二
口
口
問

2
U
B
E丘
g
u
g
z
n
E
S
E
（
本
部

（
全
部
職
員
）
、
支
部
二
九
ω

ベ
ル
リ
シ
）
、

一
九
二

O
年
三
、
八

O
O名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
五
三

Q

一
九
二
一
年
四
、
二

O
O名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
五
三
。

以
上
、
商
業
職
員
組
合
の
小
計
は
、

一
九
二

O
年
組
合
員
六
三
五
、
四
八
五
名
、

（
う
ち
婦
人
五
六
、
四
七

名

う
ち
職
員
六
O
九
、
八
四
八
名

一
九
一
二
年
組
合
員
四
一
七
、
八
二
八
名
、
う
ち
職
員
四

O
六
、
八
五
九
名
（
う
ち
婦
人
一
回
、
一
一

O
名）。

同
技
術
職
員
組
合

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」
ロ

2
Z与
司

巧

2
w自
己
伯
仲

2
2与
田
口
仏
（
本
部
デ
ュ

y

セ
ル
ド
ル
フ
）
、
一
九
二

O
年
一
四
三
、
三

O
三
名
（
全
部

職
員
）
、
う
ち
婦
人
約
て

0
0
0名
、
支
部
て
五
一
七

Q

一
九
二
一
年
一
五
五
、
四

O
八
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
約
て

0
0
0名
、
支

部
て
六
三
一
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
職
長
同
盟
」

U
2
z
n
v
q
当
q
w
B巳
え

R
Eロ
仏
（
本
部
エ
y

セ
シ
）
、

一
九
二

O
年
八
、

0
0
0名
（
全
部

職
員
）
。
一
九
二
一
年
一
四
、
五
四
－
名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
職
長
職
業
組
合
」
∞
司

E
2
R
Z
E
ロ
2
g
n
F
q
者
向
W自
己

2
2

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
一
九
一
二
年
て
二
九
七
名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
技
術
職
員
組
合
」
回
ロ
旦
仏

R

Z
岳
巳
R
F
g
k戸口
m
a
z
－－H
S

ロロ円四∞

g
B
Zロ
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

職
員
）
、
支
部
八
四
九
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
技
術
者
組
合
」
〈
巾
号
自
色

U
g
z
n
F
2
↓2
F
E
R
2
（
本
部
エ

y

セ
シ
）
、

一
九
二

O
年
九
三
、
五
五
二
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
八
二
八
。

一
九
－
二
年
八
九
、

O
五
六
名
（
全
部

一
九
二

O
年
四
、
五

O

O
名
（
全
部
職
員
）
。

一
九
二
一
年
一

O
、
三
一
三
名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
技
術
者
職
業
組
合
」

回刊一「ロ片山山〈巾円ぴ山口門田
同
）

mZ4ZnHMm円

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
向

（
小
林
）

七
五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
風
」
と
労
働
巡
勤
同

（
小
林
）

－
J

〕、
『
寸
t

一，，

寸

RHH旦
wm吋
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
一
九
一
二
年
て
八
一
四
名
（
全
部
職
員
三
｜
｜
‘
「
私
的
雇
傭
契
約
宣
誓
陸
地
測
量
員
組
合
」
〈

2
Eロ仏

ω丘
P
・
円
〈
旦
丘
四
ロ
丘
〈
巾

2
3伺
釦
口
問
叩
白

ZHHZ吋
〈
叩

E
E
H
m
Z円Fmwロ門田
5
2臼
巾
円
（
本
部
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
シ
の
グ
ァ
ル
デ
シ
プ
ル
グ
、
登
録

一
九
二

O
年
三
五
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
一
一
。

組
合
」
同
巾
山
内
H何回臼〈巾吋
σω
ロ仏

U
g
z
n
H
M巾
円
切

q
mぴ山口釦ロ
m
g
Z
H
H
Z円
（
本
部
エ

y
セ
シ
）
、

婦
人
五

O
名
。
｜
｜
「
鉱
山
上
級
職
員
組
合
」
〈

2
Z
E
§
q
q
∞
司
m
σ
g
g
Zロ
（
本
部
エ

y
ペ
シ
ド
ル
フ
・
パ
イ
・
ボ
l
フ
ム
）
、

九
二

O
年
て
三
五
六
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
六
。
一
九
一
二
年
て
五
－
七
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
七
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
捲
上
機
技
術
者
組

組
合
）
、

一
九
一
二
年
七

O
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
一
一
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
鉱
山
職
員
全
国

一
九
一
二
年
七
、
七
四

O
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち

合」

U
2
z
n
v
R
町内同門広巾口
HMMW由。
E
E白
古
ロ
・
〈
巾
円
E
ロ
門
同
（
本
部
エ

y

セ
シ
）
、

一
九
二

O
年
三
、

O
八
O
名
（
全
部
職
員
）
。

一
九
二
一
年

三、

0
0
0名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
化
学
・
工
学
技
術
職
員
組
合
」
回
日
丘

g
m円a
z
－－Z
吋

Q
H巾
B
芹
ゆ
門
戸
E
E
m
g
－2
5
（
本
部
ベ
ル

り
シ
）
、
一
九
二

O
年
八
、

0
0
0名
（
全
部
職
員
三
一
九
二
一
年
一

O
、
0
0
0名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
石
鹸
・
香
水
技
術
者
組
合
」
〈

2
・

0
円巳
m
E伝
円
四
四
円

ω巾
広
巾
ロ
白
戸
内
広
巾
吋
己
HH円四
P
弓

E
5
2
5
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
、
登
録
組
合
）
、
一
九
二

O
年
、
一
九
一
一
一
年
と
も
三
五

O
名
（
全

部
職
員
）
、
支
部
四
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
醸
造
・
麦
芽
製
造
技
師
長
組
合
」

0
2
z
n
v耳
切
5

5
五件
2
・
5
a
z包
N
B巾
F
2
2
Z
E
（
本
部

－
フ
イ
プ
チ
y
ヒ
、
登
録
組
合
）
、
一
九
二

O
年
て
八
四
九
名
ω

｜
｜
「
裁
断
師
・
婦
人
裁
断
師
・
婦
人
技
師
長
組
合
」
〈
巾
号
自
仏

a
q
N
C－

印
。
『
ロ
巾
広
巾
F
N
g
n
E
5
E巾
ユ
ロ
ロ
巾
ロ
ロ
ロ
門
田
口
町
巾
宮
円
四
日
ロ
ー
（
本
部
ベ
ル

p
y
、
登
録
組
合
）
、

一
九
二

O
年
四
、
二
一
二

O
名
、
う
ち
職
員
三
、
八

三
O
名
（
う
ち
婦
人
七
五

O
名
）
、
支
部
九
一
。

一
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
染
物
師
組
合
」
ロ

2
z
n
y
q
g叶
σ
2
2円
Z

E
（
本
部
オ
ー
バ
ー
ラ
シ
ゲ
シ
ピ

l
ラ
ク

O
Zユ
自
明
ロ
ヴ
区
宮
、
登

録
組
合
）
、
一
九
一
二
年
支
部
二
六
、
他
不
詳
G
I
l
l
「
靴
工
業
職
長
組
合
」
当
耳
目
向
日
巴

2
2
2号
自
門
日
仏

2
P
Z
E
E
g可
ぽ
（
本
部

フ
ラ
シ
グ
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
シ
）
、
一
九
二

O
年
二
、
九
二

O
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
五
八
。
一
九
一
二
年
三
二
七
四
名
（
全
部
職
員
）
、

支
部
六
八
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
建
築
業
職
人
頭
・
職
長
・
坑
夫
顕
組
合
」

3
ロ巾

y
当

R
W・
5
仏

ω
n
g
n
y
H
H
5目白百円・回
5
門凶

一
九
－
二
年
四
、
一

O
八
名
、
う
ち
職
員
三
、
六
O
八
名
（
う
ち
婦
人
八

O
O名
）
、
支
部
九

片
山
同
円

門目印白

切田口畑町内出司叩円げ
o
u
o
g片
的

n
v
Eロ
門
目
白
（
本
部
プ
ラ
ワ
シ
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
グ
）
、

一
九
二

O
年
一

O
J
一O
O名
、
う
ち
職
員
一

O
、
0
0
0名
、
支
部



二
八
五
。

一
九
二
一
年
一
て
八

O
O名
、
う
ち
職
員
一
て
六

O
O名
、
支
部
三
一
八
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
印
刷
職
長
組
合
」
ロ

g
g
n
r
q
p
w
w－

同
0
2
p回
目
円
四
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
、
登
録
組
合
）
、

一
九
二

O
年

二

、

六

二

二

名

一

九

一

二

年

三

、

O
八
四
名
（
全

部
職
員
）
、
支
部
七
五
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
航
海
技
術
員
全
国
組
合
」
同
巳
各
回
〈
巾
円
σ
m
E’
u
g
z
n
v
R
Z
E己
W
2
（
本
部
ハ
シ
プ
ル
グ
）
、
一

九
二
一
年
一
一
一
一
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
二

C
l
i
o
「
ド
イ
ツ
航
海
技
術
員
組
合
」
〈

qσ
自
己
り
巾

E
R
F
Z
Z
E仲
買
日
（
本
部
ハ
シ
プ
ル

（
全
部
職
員
）
、
支
部
七
五

Q

グ
）
、
一
九
一
二
年
三
、

0
0
0名
（
全
部
職
員
三
｜
｜
「
ド
イ
ツ
船
舶
エ
シ
ジ
ニ
ア
・
航
海
機
関
技
師
組
合
」

ω岳
民
白
山
口
問
巾
巳

2
2
ロロ門同

ωο
巾
H
E
R
E巳
2
3
（
本
部
ハ
シ
プ
ル
グ
）
、
一
九
一
一
一
年
三
、
五

O
七
名
（
全
部
職
員
）
C

｜
｜
「
ド
イ
ツ
航
洋

船
長
組
合
連
合
」
〈

q
gロ
仏
ロ

g
z
n
F
R
ω
2
2
E
R
2
B〈
号
巳
日

〈巾円寸田口門凶

ロ巾戸仲畑山内
U
H

同町一「

（
本
部
ハ
ン
プ
ル
グ
）
、

一
九
二

O
年
て
八

O
O名
（
全
部
職
員
）
、

〈
巾
ユ
umw
ロ門凶ロ
m
ロ
znHH巾
H－∞
の
げ
は

EHMH仲間
γ

支
部
八
。

一
九
一
二
年
二
、

0
0
0名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
九
。

1

1
「
ド
イ
ツ
航
海
職
員
組
合
」

g
m巾
白
け
巾
口
百
円
」
（
本
部
ハ
ジ
プ
ル
グ
）
、

一
九
二

O
年
二
、
一

O
O名
（
全
部
職
員
）
、

う
ち
婦
人
五
二
名
、

支
部
三
ω

一
九
一
二
年
二
、
八

O

O
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
八
六
名
、
支
部
三

Q

以
上
、
技
術
職
員
組
合
の
小
計
は
、
一
九
二

O
年
組
合
員
二
八
七
、
五
三
七
名
、
う
ち
職
員
二
八
五
、
四
四
八
名
（
う
ち
婦
人
一
、
八

O
二
名
）
。

一
九
一
二
年
組
合
員
三
二
八
、
七
九
O
名
、
う
ち
職
員
三
二
八
、

O
九
O
名
（
う
ち
婦
人
て
九
三
六
名
）
。

（凶）

事
務
員
組
合

「
弁
護
士
事
務
所
・
公
証
役
場
職
員
組
合
」
〈

2σ
自
門
日
仏
耳

同
2
Z∞ω口当山戸
Z
・ロロ門同

zc同同
H
－

EH白山口問巾師同巾口付巾一口

（
本
部
一
フ
イ
プ
チ

y

ヒ〉、

一
九
二

O
年
一
二
、
四
二
三
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
三
、
六
二
八
名
、

員
）
、
う
ち
婦
人
三
、
九
二
二
名
、

支
部
一
八

oo
－
－
「
全
保
険
職
員
組
合
」

〉•~ 
ド『喧

宮 支
B 部
(D －ード企・

5七
円九

0 

〈
r百
円

。‘田
口
β‘ 

九

5ト年
円一－

〈 て
問 -l:ゴ
巴．六
わ一‘

Z名
巳
- f司、
伝 全
Z部
中職

mm印

ZHHHg－
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一
九
二

O
年
二

O
、
0
0
0名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
五
、

0
0
0名
、
支
部
四

O
Q

〈
巾
吋
「p

ロ
ロ
(l) 

戸
「＋
印

ロー－・

5九
〈二
巾

日年
の 二二

宮0 

0
0
0名
（
全
部
職
員
〉
、
う
ち
婦
人
七
、

0
0
0名
、
支
部
四
八
⑤
｜
｜
「
ド
イ
ツ
保
険
職
員
組
合
」

円
ロ
ロ
向
島

2
5
Zロ
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
）
一
九
二

O
年
て
四

O
一
名
、
う
ち
職
員
て
三
九
二
名
（
う
ち
婦
人
二
六
名
）
、
一
九
二
一
年

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
脳
」
と
労
働
辺
動
向

（
小
林
）

七
七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
向

（
小
林
）

ー七
八

て
五
七
二
名
、
う
ち
職
員
て
五
六
三
名
（
う
ち
婦
人
二
八
名
）
。
｜
｜
「
事
務
員
全
国
組
合
」
凶

a
n
z
z号
自
門
包

q
E
W
E
g
m
g
Z
E
g

一
九
一
二
年
八
、
三
二
七
名
（
全
部
職
員
三
｜
｜
「
ド
イ
ツ
官
庁
・
民
間
事

一
九
二

O
年
七
、
五

O
O名
（
全
部
職
員
）
。

〈
本
部
ベ
ル

p
y
）、

務
所
職
員
職
業
組
合
」
切
巾

E
な
2
円
Z
E
U
2
z
n
F
2
ω
岳
青
島
巾
ロ
・

5円
四
回
目

8
8
m
g
Z胃
g
（
本
部
ベ
ル
リ
ジ
）
、

O
三
七
名
（
全
部
職
尉
）
。

一
九
－
二
年
二
、

以
上
、
事
務
員
組
合
の
小
計
は
、

二
一
年
組
合
員
五
回
、
六
九
七
名
、
う
ち
職
員
五
回
、
六
八
八
名
（
う
ち
婦
人
一

O
、
九
五

O
名）。

一
九
二

O
年
組
合
員
四
て
三
二
四
名
、
う
ち
職
員
四
一
、
一
一
二
五
名
（
う
ち
婦
人
八
、
六
五
四
名
）
。

九

伺

農
業
職
員
組
合

「
農
林
業
専
門
職
員
全
国
組
合
」
河
内
山

n
z
z号
B
仏

E
E－
z
E
同
R
己
主
ユ
∞
与
え

E
n
F
2
E
n
F’
z
E
問
。
門
的
与
え

Z
σ
g
B
Zロ

一
九
一
二
年
一
三
、
四

O
O名
（
全
部
職
鳥
）
。
1

1「
農
林
業
職
員
組
合
」
〈

m号
8
2
2
p
s
ι
h
O
H巳
項
目
立
印
岳
阻
止
・

（
本
部
ベ
ル
リ
ジ
）
、

回目。

HMqk戸口問巾臼同何回目丹市円

（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

一
九
二

O
年
一
五
、

0
0
0名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
五

O
名。

一
九
一
二
年
一
三
、
五

O

O
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一
二

O
名
。
｜
｜
「
家
事
・
庭
園
・
農
業
婦
人
職
員
・
婦
人
専
門
教
師
全
国
組
合
」
同
色
。
宮
〈

q
Eロ
仏
仏
日

切
g
自
民
ロ
ロ
ωロ
ロ
ロ
巳

P
R
E巾
伊
円
青
山
ロ
ロ

g

E
国
ω
5・
0ω
ユ

g
ロロ門
H
F
m
g門7
1
2臼
nv民
同
（
本
部
ベ
ル
り
ジ
）
、

一
九
一
二
年
七
O
O名

（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
七
O
O名
、
支
部
四

ell－
「
ド
イ
ツ
農
場
職
員
組
合
」

U
2
z
n
y向
。
E
各
2
5
Z与
ロ
ロ
仏
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

一
九
二

O
年
四
、
八

O
O名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
五

O
名
、
支
部
八
五
。

名
、
支
部
一
五
一
。
｜
｜
「
民
間
山
林
職
員
組
合
」
〈

2
m
E
E吋
P
・2
E
r
E
F
g
B
Z
ハ
本
部
エ

l
パ

l
ス
グ
ァ
ル
デ
開
宮

a
d
z
－P
、

登
録
組
合
）
、
一
九
二

O
年
四
二
四
三
名

d

う
ち
職
員
三
、
八
五
一
名
。
一
九
一
二
年
四
、
四
四
七
名
、
ラ
ち
職
員
四
、

O
三
一
名
。
｜
｜
「
ド
イ

ツ
民
間
山
林
職
員
組
合
」

U
2
z
n
F
m吋
P－

Z
巳同

0
2
5
2
5
Zロ
〈
巾
円
巳
ロ
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
）
、

一
九
一
二
年
八
、
二

O
O名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一
五

O

一
九
二

O
年
て
六
一

O
名
（
全

部
職
員
）
、
支
部
二
九
。
一
九
一
二
年
二
、

O
四
O
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
三
三
。

lll「
ド
イ
ツ
職
業
狩
猟
家
組
合
」
〈
巾

Z
E
ロ
2
Z
S
R

回

q
c
p芯
肉
巾
吋
（
本
部
グ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
シ
の
プ
ル
グ
シ
ュ
グ
イ
シ
フ
ル
ト
切
口
可
関
白

Z
E
E－
登
録
組
合
）
、

一
九
二

O
年
九
三
名
〈
全
部



職
員
）
。

一
九
一
二
年
二

O
二
名

冨
o
胃
R
巳
a
E丘
岡
山

Z
R丘町戸口問巾白
Z
5
8
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
）
、

（
全
部
職
員
）
、

支
部
二
。
｜
l
「
酪
農
場
・
チ
ー
ズ
製
造
所
職
員
全
国
組
合
」

河内問。『印〈巾一円一
V
M
W

ロ門同門目。「

一
九
一
二
年
六
、
七
二

O
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
二
ハ

O

名
、
支
部
一
六
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
牧
羊
者
組
合
全
国
連
合
」
同
巾

W
Z
Eロ
仏
ロ

2
z
n
F
2
p
g
r吋
2
2
z
m
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

一
九
二

O

年
二
、
二
二
五
名
（
全
部
職
員
）
、
文
部
四
二
。

以
上
、
農
業
職
員
組
合
の
小
計
は
、

一
九
二
一
年
三
、
四
七
五
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
四
八
。

一
九
二

O
年
組
合
員
二
七
、
八
七
一
名
、
う
ち
職
員
二
七
、
五
七
九
名
（
う
ち
婦
人
一

O
O名）。

j1.. 

二
一
年
組
合
員
五
二
、
六
八
四
名
、
う
ち
職
員
五
二
、
二
六
八
名
（
う
ち
婦
人
て
一
三

O
名）。

同
そ
の
他
の
職
員
組
合

「
被
傭
大
学
卒
歯
科
医
師
・
専
門
学
校
卒
歯
科
医
師
・
婦
人
補
助
員
組
合
」
〈

q
g
E
仏巾円

g
m
a
z－－叶
g
N
m
Fロ
管

N
F
。
巾
ロ
己
的
同
巾
ロ

ロ
ロ
円
四
国
巾
戸
内
巾
ユ
ロ
ロ

g
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、
一
九
二
一
年
四

O
O名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
一

O
O名
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
専
門
学
校
卒
歯
科

U
B巳
2
2

一
九
一
二
年
二
、
九
八
四
名
（
全
部
職
員
）
。
ー
ー

医
師
職
業
組
合
」

回

mH・ロ片山凶〈巾
H・｝umwHM門
戸
口

mC片的打開戸巾
H・

（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

「
全
ド
イ
ツ
家
事
婦
人
職
員
組
合
」
〉
ロ

m
m
g
m
E
2
ロ
g
g
n
F
2
出

mE印
σ
2
5広
ロ
ロ

g
〈
叩
吋
巾
門
口
（
本
部
ミ
ュ
シ
ヘ
シ
）
、
一
九
二

O
年一

九
二
一
年
と
も
に
四
、

0
0
0名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
四
、

0
0
0名
、
支
部
六
。

l
l
「
ド
イ
ツ
婦
人
家
庭
教
師
・
私
教
師
全
国
組
合
」

阿
久

nV印〈巾吋
σmwD仏
ロ

2HZnF巾
門
出

ME？
ロ
ロ
門
戸
司
ユ
〈
担
＼
門
戸
巾
『
円
2
．円ロロ印ロ

一
九
二
一
年
二
、
四
八
二
名
（
全
部
職
員
三

（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、
一
九
一
一
一
年
四
九
二
名

〈
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
四
九
二
名
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
劇
場
従
業
員
組
合
」
の

g
B
2
5岳
民
同

U
2
z
n
v耳
目
W
E
B
S
m
o
v脅
紅
白
（
本

部
ベ
ル
リ
シ
）
、
一
九
二

O
年
一
八
、

0
0
0名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
八
、
五

O
O名
、
支
部
三

0
0。
一
九
一
二
年
一
七
、

0
0
0名
（
全

部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
八
、

0
0
0名
、
支
部
三

O
旬

。

｜
t

「
ド
イ
ツ
合
唱
団
員
・
パ
レ

l
組
合
」

U
2
z
p円

2
3
2司－

E
S－－

F
2
2号
mwH丘
（
本
部
マ
シ
ハ
イ
ム
、
登
録
組
合
）
、
一
九
二

O
年
四
、
七
二
七
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
二
、
七
八
三
名
、
支
部
一
一

O
。

一
九
一
二
年
四
、
六
O
三
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
二
、
七
一
八
名
、
支
部
一
二
六
。
｜
｜
「
国
際
芸
人
組
合
」

E
Z
S己
目
。
ロ

mwg
〉
1
2
a

（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、

ー

l
「
ド
イ
ツ
婦
人
職
員
組
合
」

。巾己片的。印回目円

〈巾円
σ釦
ロ
円
四
毛
色
宮
山
岳
町
可

〉
口
問
何
回
同
A
M

－－同町一ロ

第
一
次
大
砂
川
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
巡
助
問

（
小
林
〉

ーじ
fL 



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
的

（
小
林
〉

｝＼ 。

Z
E
o
m巾
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
登
録
組
合
）
、

一
九
二

O
年
一

O
、
0
0
0名
（
全
部
職
員
）
。
一
九
二
一
年
一

O
、
八
三

O
名
（
全
部
職
員
）
、
う

ち
婦
人
三
、
九
八
六
名
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
音
楽
家
組
合
」
ロ

2
2
n
V
2
冨
己
的
存
可
・
〈
巾
吾
川
百
円
同
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
）
、
一
九
二

O
年
四
六
二

九
九
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
て
二
四
五
名
、
支
部
四
七

O
。
一
九
一
ご
年
三
九
二
二
六
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
て
一
一
四
名
、

支
部
四
九
五
。

以
上
、
そ
の
他
の
職
員
組
合
の
小
計
は
、

年
組
合
員
八
二
、

0
0七
名
（
全
部
職
員
て
う
ち
婦
人
二

O
、四一

O
名。

一
九
二

O
年
組
合
員
八
二
、
九
二
六
名

（
全
部
職
員
）
、

う
ち
婦
人
二
ハ
、
五
二
八
名
。

一
九
二
一

以
上
、
総
計
、

一
九
二

O
年
組
合
員
て
五
七
て
三
三
七
名
、
う
ち
職
員
て
五
四
三

J
二

O
名
（
う
ち
婦
人
三
七
三
、
五
九
七
名
）
。

九

二
一
年
組
合
員
て
六
七
て
七
九
六
名
、
う
ち
職
員
て
六
回
二
、
九
一
三
名
（
う
ち
婦
人
三
五
て
二
八
九
名
）
。

こ
れ
は
上
記
の
よ
う
に
「
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
」
（
一
九
二
五
年
刊
）
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
年
報
は
ド
イ
ツ
民
間
職
員
組
合

の
全
部
を
記
載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
政
治
的
傾
向
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
傾
向
別
に
、

し
か
も
ワ
イ
マ
ル
共
和
制
の
第
一
期
（
一
九
一
八
年
一
一
月
｜
｜
一
九
二
三
年
一
一
月
）

に
お
け
る
民
間
職
員
組
合
を
列
記
し
た
も
の
を
筆
者

は
ま
だ
見
い
だ
し
え
な
い
の
で
、
時
期
的
に
は
第
二
期
（
一
九
二
三
年
一
二
月
｜
｜
一
九
二
九
年
末
）
に
ぞ
く
す
る
が
、

〔町）

「
公
生
活
綱
要
」
に
よ
っ
て
民
間
職
員
組
合
の
傾
向
別
の
状
況
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
リ
ス
ト
で
は
組
合

一
九
二
九
年
一
月
刊
の

員
数
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
記
さ
れ
て
い
て
も
統
計
年
報
の
よ
う
な
詳
細
な
も
の
で
な
い
。
な
お
、
こ
の
「
綱
要
」
で
は
分
類
に

あ
た
っ
て
「
社
会
主
義
的
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
便
立
上
、
筆
者
は
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
の
用
語
を
使
っ
て
お
く
。

「
全
自
由
職
員
組
合
」

krHHm巾
5
2口
角
守
広
角
〉
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g
Z
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職
員
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央
連
合
」

N
g可曲目〈巾円
g
E
仏
2
k
rロ
m
g
Z
5
3

社
会
主
義
的
民
間
職
員
組
合

（〉片
a
p
l
切己出品）

を
上
部
組
織
と
す
る
左
記
の
一
四
組
合
。
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技
術
職
員
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合
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2
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ロ
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g
B
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弘
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ふ
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a
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「
弘
、
て
れ
園
田
置

t:Q
眠
題
。
」

D
e
u
t
s
c
h
n
a
t
i
o
n
a
l
e
r
H
a
n
d
l
u
n
g
s
g
e
h
i
l
f
e
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-
V
e
r
b
a
n
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 (11]111111'000
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「
寝
〈
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・
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嬬
醤

ill[(詔
4
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V
e
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a
n
d
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e
r
 w
e
i
b
l
i
c
h
e
n
 
H
a
n
d
e
l
s
-
u
n
d
 
B
u
r
e
a
u
a
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n
 
(
 

.μ.μ＇固
4くO

惇
－
＊
詰
Y

え
r
、入〕

§: 
「
弘
、
マ
ト
書
草
山
E
閤」

D
e
u
t
s
c
h
e
r
W
e
r
k
m
e
i
s
t
e
r
-
B
u
n
d
 (

 1
 →く

F1
1
0
0
明）
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「
弘
、
て
れ
再
提
眠
哀
言
司
ロ
」

V
e
r
b
a
n
d
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 T

e
c
h
n
i
k
e
r
 
(
 1
 1] '

0
0
0
明
＇
＊
器

H
h

平
λ
）

§: 
「
弘
、
で
ふ
砲
撃
F
・
ヨ

:lt醤
E瓜

1+1回
実
~
司
ロ
」
R
e
i
c
h
s
v
e
r
b
a
n
d

d
e
u
t
s
c
h
e
r
 G
u
t
s
-
u
n
d
 F
o
r
s
t
b
e
a
m
t
e
n
 (

 1
 ..¥]'000

情
F

＊
糧
Y
え
官
、
入
）

:§ 
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誕
持
説
明
起
耕
眠
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IT
C響

眠
、
会
－
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F
a
c
h
v
e
r
b
a
n
d
 d
e
r
 P
r
i
v
a
t
e
i
s
e
n
b
a
h
n
e
r
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A
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n
g
r
u
p
p
e
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（干ミ＇
0
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明
＇
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Y
え
＝
入
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「
将
題
・
叩
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店
立
が
響

4く
併
響
町
岩
イ
［
］
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B
u
n
d

angestellter 
A
k
a
d
e
m
i
k
e
r
 
t
e
c
h
n
i
s
c
h
-
n
a
t
u
r
w
i
s
s
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n
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c
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t
l
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c
h
e
r
 

B
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r
u
f
e
 
（く＇
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明＇

-14-
糧
Y
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E
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「
跡
嬬
眠
1+1
回
題
。
」

R
e
i
c
h
s
v
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 B
u
r
e
a
u
a
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n
 u

n
d
 -
B
e
a
m
t
e
n
 (-14-

話
て
え

E
入）

き
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醤
縦
型
F
・
1ト
ー
？
〈
藤
明
1主

欝
凪
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。
」

R
e
i
c
h
s
v
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 M
o
l
k
e
r
e
i
・
u
n
d
K
a
s
e
r
e
i
a
n
g
e
s
t
e
l
l
 t
e
n
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「
tム
ヘ
て
れ
酢
E
俳
器
時
組
定
凶
撞
響
戦
語
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」

B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 D
e
n
t
i
s
t
e
n
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R
e
i
c
h
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v
e
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b
a
n
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d
e
u
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c
h
e
r
 
B
e
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u
f
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m
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i
k
e
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れ
司
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t
L
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入
宍
一
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0
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寧
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。
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G
巴
w
e
r
k
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c
h
a
f
t
s
b
u
n
d
d
e
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n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
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O
r
t
s
g
r
u
p
p
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必
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＼
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記
’
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J
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報
誌
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護

0
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P
為
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響
線
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－
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R
e
i
c
h
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b
e
r
u
f
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g
r
u
p
p
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ム
t!
引
回
酢
E

、
え
－
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R
e
i
c
h
f
a
c
h
g
s
r
u
p
p
e
）
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長
持
心
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線
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r
b
a
n
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d
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t
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c
h
e
r
 A
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o
t
h
e
k
e
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R
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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
向

（
小
林
〉

八ー
四

で
労
使
協
調
主
義
の
立
場
で
あ
ろ
う
。

「
ド
イ
ツ
職
員
職
業
組
合
全
国
連
合
」

の
本
部
は
ベ
ル

p
y
に
あ
り
、
機
関
誌
と
し
て
「
ド
イ
ツ
の
職

員
」
（

U
R
ロ
2
－znvo
〉
ロ

mgZHHHO）
を
発
行
し
て
い
る
。
左
記
の
組
合
が
こ
の
全
国
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
と
い
う
。

(2) 

「
ド
イ
ツ
銀
行
職
員
職
業
組
合
」
切
巾
円
丘
印
〈
巾
円
げ
自
仏

U
g
z
n
F
O円
切

g
－E
u
g
g
gロ

「
ド
イ
ツ
職
長
職
業
組
合
」
切
巾

E
な
〈
刊
号
自
己
ロ

2
z
n
F
R
司
向
付
自
巳
印
仲
買

「
旅
館
業
ホ
テ
ル
職
員
・
支
配
人
・
販
売
員
全
国
組
合
」
同
冊
目
。

Zσ
ロ
ロ
門
日
仏

R
出

o
Z
5
2
5
Z
P

W田口同日以同
52nF巾
吋
〉
ロ

mm印
ZHHZロ日
B
の
MZ件
当
町

Zmm司巾円ぴ
m－

ロロ門同

(1) (3) 

。
白
白
血
U
V
m
H出
汁
印
刷
一
町
口
町
同
町
H

．

「
ド
イ
ツ
婦
人
家
庭
教
師
・
私
教
師
全
国
組
合
」
同
巳
岳
印
〈
巾
吋
冨
ロ
仏

U
2
z
n
F
q
出

m
g－ロ
EHUH－日話己
mvzユ
ロ
ロ

g

し
か
し
「
ド
イ
ツ
職
員
職
業
組
合
全
国
連
合
」
は
さ
き
に
引
用
し
た
一
九
二
五
年
刊
の
「
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
」
に
も
出
て
い
て
、
一
九
二

二
年
の
組
合
員
数
は
一
六
、
七
六
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
統
計
年
報
に
よ
る
と
、
全
国
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
の
は
つ
ぎ
の
七
組
合
で
あ

ω 
っ
て
、
そ
の
点
「
公
生
活
綱
要
」
の
記
載
と
ち
が
っ
て
い
る
。
（
組
合
員
数
は
一
九
二
二
年
末
の
も
の
）

。）

「
ド
イ
ツ
銀
行
職
員
職
業
組
合
」
回
巾
門
戸
同
印
〈
巾
岳
山
口
仏
ロ

2
z
n
y巾
円
切
釦
口
付

σ
g
E
Zロ
（
四
、
七
二
二
名
）

「
ド
イ
ツ
官
庁
・
事
務
所
職
員
職
業
組
合
」
切

R
E
2
2
E
E
ロ
g
Z岳
耳
切
叩

E
邑
3
・5
円
四
回
皆

o
g
m叩丘町
5
3,-.. 
一一、

(2) 

O
三
七
名
）

(4-) (3) 

「
ド
イ
ツ
専
門
学
校
卒
歯
科
医
師
職
業
組
合
」
凶
巾

E
r
2
H
E
E
ロ
2
z
n
y
R
ロ
g
tえ
g
（
二
、
九
八
四
名
〉

「
ド
イ
ツ
商
店
員
職
業
組
合
」

F
M
E廿
2
5
m
g仏
ロ

2
g
n
F旬
開

g
h自
由
ロ
ロ
的
向
島
民
自
（
三
、
四
一
七
名
）

(5) 

「
ド
イ
ツ
技
術
者
職
業
組
合
」
切

m
E同
印
〈
巾
吋
ぴ
自
色

U
2
z
n
F
2
↓R
E】
拝
。
同
（
て
八
一
四
名
）

(6) 

「
ド
イ
ツ
婦
人
職
員
組
合
」
ロ

2
z
n
y角
〈
司
ぴ
自
ー
門
四
割
巳

σロ
nFO吋
〉
口
問
巾
臼
宮
ロ
件
。
ロ
（
四
九
二
名
）

円価
v

（
て
ニ
九
七
名
）

(7) 

「
ド
イ
ツ
職
長
職
業
組
合
」
図
。

E
r〈
R
E
E
ロ
g
z
nげ
R
当
R
W
H
5
E
R

一
九
一
八
年
末
か
ら
の
ド
イ
ツ
民
間
職
員
組
合
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
も
多
い
が
、

で
き
る
か
ぎ
り
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
必
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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動

った。

（
回
）
原
註
に
よ
る
と
、
乙
の
組
合
は
一
九
二
二
年
い
ら
い

U
2
2
n
vロ中

丘
O
ロ曲目四円出血ロ丘回目問師同一冊目岡山－
E
ロ
・
〈
帽
円
『
白
ロ
品
に
入
り
、
そ
の
明
白
n
F

伺

2
3四
国
H
H
n
v
E
ロ
品
。
】
（
書
籍
販
売
専
門
、
グ
ル
ー
プ
）
と
な
っ
た
。

ハ
印
〉
原
註
に
よ
る
と
、
乙
の
組
合
は
の
・
ロ
・
〉
・
と
連
合
関
係
に
あ
り
、

の
ち
そ
れ
に
加
盟
し
た
。

（N
U

〉
原
註
に
よ
る
と
二
九
二
O
年
の
組
合
員
数
は
正
組
合
員
（
o
z
gマ

－H
n
Z

宮山仲間
H
H
E巾
円
）
の
数
で
、
ye
－
－
の
ほ
か
に
七
、
三
五
二
名
の
準
組
合

員
ハ
図
。
者
芹

gσ
と
八
五
三
名
の
権
利
休
止
組
合
員
（
自
広

E
Zロ’

品
g
F
w
n
v
gろ
が
あ
る
。
一
九
二
一
年
の
組
合
員
数
も
同
じ
よ
う
に

正
組
合
員
数
で
、
乙
の
ほ
か
に
六
、
七
二
七
名
の
準
組
合
員
が
い
る
。

（
位
）
官
庁
ハ
切
冊
E
O
E
O）
が
入
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
乙
の
組
合
に
は
公

追
記

史
淵
第
百
輯
の
拙
稿
〈
二
五
一

l
l二
五
二
ペ
ー
ジ
）

国

八
六

（
小
林
）

務
長
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
主
義
系
の
「
職
員
中
央

連
合
」
に
も
公
務
員
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
乙
と
は
「
金
ド
イ
ツ
労
働
組

合
同
盟
」
の
機
関
紙
（
週
刊
）
が
書
い
て
い
る
。
開
2
5
4
8
e
R’

Z
2
H
色申回一〉口問叩

g
aロ
叩
ロ
ロ
骨
三
曲
nF叩
ロ
の
叩
唱
。
『
W
明白『白内仲田ぴロロ且
2
・

∞0
・』曲目同町四・

ω・∞印口町・〈【同叩口同斗・』
E
E
H
U
M
（〕〉

（
回
）
問
。
円

2
Eコ
の
意
味
不
詳
。

ハ
臼
）
史
淵
九
七
輯
二
一
ペ
ー
ジ
の
の
g
a
g
z
n
z
r
ι
2
2
n
F
O門
図
書
’

S
Eロ問。
FO門戸間

g
と
同
じ
組
合
で
あ
ろ
う
。

（
阻
山
）
出
血
ロ
品
－
M

ロ
nF
島

mwmwO向。ロ己伊
nF申ロ

F冊目M
冊目凹・出。同白ロ師向。問。
σ巾ロ

4
0
ロ
玄
白
岡
山
自
己
申
田
口
窓
口
口
2
・τ
σ
g
n
F・（〈巾門戸白岡
4
0
ロ
戸
司
・

問。叩
F
S
F
F包
匂
乱
闘
・
同
国
N

由）

ωω
・品目白
lAH白？

ハ出）盟主山田丘回円］同冊目し『白｝回同
σロ
n
v
H
U
N
A
H＼
N
日・

ω－
A
H
E
－

の
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
二

O
年
に
い
た
る
ド
イ
ツ
職
員
組
合
の
組
合
員
お

よ
び
そ
の
う
ち
の
独
立
経
営
者
数
は
、
註
（
却
）
で
記
し
た
よ
う
に
ハ
ル
ト
フ
ィ

1
ル
に
よ
っ
て
書
い
た
。
ハ
ル
ト
フ
ィ

1
ル
は
「
ド
イ
ツ

職
業
団
体
年
報
」
の
一
九
三

O
年
版
に
よ
っ
た
と
い
う
。
私
は
ま
だ
こ
の
一
九
三

O
年
版
を
見
て
い
な
い
の
で
、
三

O
年
版
で
は
こ
う
な

っ
て
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
一
九
二
七
年
版
を
見
る
と
、
数
字
が
一
年
ず
つ
ズ
レ
て
い
る
。
つ
ま
り
ハ
ル
ト
フ
ィ

l
ル
が
一
九

一
一
年
の
総
合
員
総
数
と
し
て
あ
げ
て
い
る
七
八
五
、
四
七
一
名
は
、
一
九
二
七
年
版
で
は
一
九
一

O
年
の
組
合
員
総
数
で
あ
り
、
ハ
ル
ト

フ
ィ

l
ル
が
一
九
一
二
年
に
あ
げ
て
い
る
組
合
員
総
数
は
一
九
一
一
年
の
数
で
あ
る
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、
以
下
一
年
ず
つ
ズ
レ
て
い
る
。

そ
こ
で
一
九
二
七
年
版
に
よ
る
数
を
左
に
か
か
げ
て
お
く
。
ご
九
二
七
年
版
で
は
、
ハ
ル
ト
フ
ィ

1
ル
の
よ
う
な
独
立
経
営
者
数
と
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
で
な
く
、
組
合
員
総
数
と
そ
の
う
ち
の
職
員
数
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
婦
人
数
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
記
す
J



つ
い
で
に
一
九
二
五
年
ま
で
掲
出
す
る
。

年

組

合

員

総

数

一
九
一

O

九
一
九
一
ニ

一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
五

一
九
一
六

一
九
一
七

－
九
一
八

一
九
一
九

一
九
二

O

－
九
二
一

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
四

一
九
二
五

七
八
五
、
四
七
一

八
三

O
、
八
七
O

九
O
七
、
三
八
三

九
四
て
三
四
三

六
九
三
、
五
七

五
三
て
六
O
九

四
四
四
、
三
八
四

四
二
五
、
二
九
八

八
七
て
七
九
一

て
四
三
六
、
七
八
O

て
五
七
一
、
三
三
七

て
六
七
一
、
七
九
六

て
五
八
八
、
二
九
五

て
五
二
二
、
O
六
七

一
、
三
七
八
、
二
一
五

な
お
「
ド
イ
ツ
職
業
団
体
年
報
」

一
、
四
一
七
、
O
O七一

九
二
七
年
版
に
は
、

て
三
五
七
、
四
二
八

一
九
二
五
年
ま
で
の
職
種
別
組
合
員
と
そ
の
な
か
の
婦
人
数
が
出
て
い
る
の
で

（
小
林
）

j¥ 
F七

う
ち
職
員

六
八
て
七
O
四

七
三
九
、
二
九
一

七
八
八
、
九
一
一

八
三
O
、
四
四
一

五
七
六
、
三
七

四
七
O
、
二
八
五

九
て
四
六
八

一
七
六
、
三
八

八
O
二
、
九
六
五

て
四
O
O、
五
六
八

て
五
四
三
、
三
一

O

て
六
四
二
、
九

て
五
三

O
、一

O
三

一
、
四
五
八
、
八
六
五

一
、
三
一
一
、
五
七
七

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
回

職
員
の
う
ち
の
婦
人

六
O
、
三
七
六

七
O
、
七
八
九

七
一
、
五
二
二

七
三
二
一
八

七
O
、
七
八
九

八
二
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